






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? Kay Lawson and Peter H.Merkl,eds.(1988),When Parties Fail:Emerging
 
Alternative Organizations, Princeton: Princeton University Press; Sidney
 
Tarrow(2000),“Mad Cows and Social Activists,”Susan Pharr and Robert D.
Putnam,eds.Disaffected Democracies,Princeton University Press.
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て行かなければならない政治組織として制度的に保障を受けている政
党、そして日常的な政治参加主体として市民社会組織と個人をどのよう
に位置づけるのかが鍵となろう。もちろん直ちに韓国の政党政治の位相
を再定立する政党関連の制度変更はたやすくはないであろう。様々な制
度的要因が絡みあった難しい課題であり、政党（特に巨大政党）の特権
を享受している現役の政治家が既得権を放棄しなければならないためで
ある。
訳注
⑴ 国会議員、道知事・市長などの中央と地方の欠員充員の選挙が行われた。
国会議員選挙では京畿道の城南市分唐乙に立候補した民主党代表の孫鶴圭が
当選している。結果は接戦であったが、分唐は都市中産層の居住地でありハ
ンナラ党が従来当選者を出してきた選挙区であっただけにハンナラ党には衝
撃的であり、李明博政権に対する中産層の不満・反発が表明されたと見られ
ている。これが契機となり、ハンナラ党内で庶民的な政策を目指す動き（「左
クリック」と言われる）が起き始めている。
⑵ 韓国では1948年の大韓民国建国後、反共主義が国是になったことから「左
翼」は存立し難く、民主化以降の現在でも保守や右翼に対立する言葉として
は左翼ではなく「進歩」がしばしば用いられている。
⑶ 三党統合は、軍部勢力の政権与党であった民主正義党と野党の金泳三がひ
きいる政党、金鐘泌がひきいる政党の三つの政党の統合のことである。
⑷ 孫鶴圭の経歴は、次の通りである。1947年生まれ。京畿道生まれ（本籍は
ソウル。祖先の出生地の本貫は慶尚南道密陽）。ソウル大卒。1977～1980年韓
国基督教協議会（KNCC）人権運動幹事。1989年～93年仁荷大学校、西江大
学校教授（政治学）、93年～2002年民自党、新韓国党、ハンナラ党国会議員、
2002年～06年京畿道知事（ハンナラ党）、2008年大統合民主新党代表、統合
民主党共同代表、2010年１月民主党代表、2011年４月国会議員当選（京畿道
分唐乙）。
⑸ この民主党院内代表は金振杓のことである。彼の経歴は。次の通りである。
財務部、財政経済部、大統領秘書室首席秘書官を経て、2003年２月副総理兼
財政経済部長官、2004年から国会議員（ウリ党、民主党）。
⑹ 1988年の国会議員選挙で政権与党の民正党は国会議席の過半数を制する
ことができず、いわゆる「与小野大」国会となっており、全斗煥軍部独裁時
代の不正行為や弾圧が国会で追及されるなど政治状況は全斗煥政権の継承者
である盧泰愚政権にとって困難をきわめた。また金泳三にとっては国会議員
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選挙で野党第二党の議席数にとどまり、政府と与党に対する交渉力で野党第
一党の議席数を得た金大中と平民党の後塵を拝することになり、金泳三の進
路は厳しくなっていた。この点は金鍾泌も同様であり、彼ら三者の利害が一
致して秘密裏に進められ電撃的に民主自由党（民自党）が結成されることに
なった。
⑺ 1997年の大統領選挙を前に金泳三大統領の与党である新韓国党内では候
補者予備選挙（党内競選）が行われ李会昌が選出された。この結果に不服で
あった李仁済京畿道知事は離党して選挙に出馬し、大統領選挙は与党分裂の
三者構図になり、金大中はますますその優勢を確実なものにした。また李会
昌と金泳三大統領の不仲も影響した。
⑻ 盧武 と鄭夢準（現代グループの鄭周永総帥の息子）の単一化は投票日直
前に決裂する。
⑼ 蝋燭デモは、李明博大統領の月齢30ヵ月以上の米国産牛肉輸入決定への国
民的反発によるもので、2008年５月から数カ月続いた。
? 「政派登録単一政党」は、「国民の命令」など市民団体を中心に、ハンナラ
党に対抗できるだけの野圏単一政党論の必要性が強く唱えられており、その
ために提案されたもの。この政派登録制では合党以前の政党は党内の政派（派
閥）として登録し、従前の理念や政策を維持するというもので、選挙連合と
純然たる新党の中間段階のようなものとされている。
本稿は、2011年７月11日に札幌学院大学において開催された日韓
フォーラム in札幌での金萬欽博士の発表原稿を翻訳したものである。金
萬欽博士は、韓国の政治情勢に対して、学者一般が持ちえない洞察力を
もって論じると同時に、学者としての政治学への造詣をもって分析する
ことのできる稀有な研究者である。
金萬欽（キム・マンフム）博士紹介
ソウル大学校政治学科及び大学院修了（政治学博士1991年）
カトリック大学校教授（1989～2006年）
国家人権委員会委員（2003～06年）
CBS（基督教放送）客員解説委員（現在）
KBSラジオ「開かれた討論」主要パネル（現在）
韓国政治学会副会長（現在）
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韓国政治アカデミー院長（現在）
著書（単著）
『新たなリーダーシップ 分裂から疎通へ』ハヌル、2007年。
『民主化以後の韓国政治と盧武 政権』ハヌル、2006年。
『韓国の言論政治と知識権力』タンデ、2003年。
『転換時代の国家体制と政治改革』ハヌル、2000年。
『韓国政治の再認識』プルピッ、1997年。
その他共著など多数。
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